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木々の緑の深みも増し、夏めいてまいりましたが、皆様にはご健勝のことと

お喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、私儀過日開催された理事会において、改正社会福祉法による役員の在

り方を踏まえ、職員理事の立場で理事長に就任いたしました。 

仲世古前理事長におかれましては、平成 5 年 3 月に理事、平成 7 年 3 月に理

事長に就任され、退任されるまでの 26 年間の長きにわたりご尽力いただきまし

た。余人をもって代え難く、今後も引き続きご指導いただけると思っておりま

したが、自ら定めていた退任時期を迎えたことに加え、体調が思わしくないこ

ともあり固辞されました。 

任期中、あらゆる場面で怯むことなく先頭に立ち、卓越したリーダーシップ

で様々な難題を解決に導いてくださったことに心より謝意を表します。 

なかでも、北の峯学園と北の峯ハイツの移転改築整備事業は、新たな施設の

創設に匹敵するほどの大事業でした。設備投資の判断には長期的なリスク管理

の視点が不可欠ですが、事前の情報収集や緻密な分析により、確固たる信念の

もと、この大きな決断を下されました。このような「企業経営者」としての姿

を目の当たりにしたことが、まだ経営感覚に乏しかった私達が激しい競争社会

を乗り切るための意識改革を推し進める契機となったことは言うに及びません。 

このたび、私のような若輩者が極めて重大な任に就くこととなり、大変身の

引き締まる思いですが、仲世古前理事長をはじめ、役員及び評議員の皆様にご

協力を賜りながらその職責を果たしてまいる所存です。 

平成 28年の社会福祉法人制度改革以降、社会福祉法人にはガバナンスの強化、

透明性の向上、財務規律の強化、地域における公益的な取り組み等が求められ

ています。これらを踏まえて策定した中期経営計画（2018～2020）の達成に向

け、現在も役員及び職員一丸となって取り組んでおりますが、当法人の経営理

念である「地域に信頼される富良野あさひ郷、利用者に安心と満足をいただけ

る富良野あさひ郷、職員が誇りを持てる富良野あさひ郷」を実現するため、こ

れからも地道に歩んでまいります。 

関係者の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご指導とご鞭撻を賜りま

すよう心よりお願い申し上げます。 

  



 

役員 変更のお知らせ 

 

 

 謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます 

 平素は格別のご高配を賜り 厚くお礼申し上げます 

 この度 理事会 評議員会において 下記のとおり役員を選任いたしました 

 今後とも一層のご厚誼を賜りますようお願い申し上げ 略儀ながら書中をもちまして 

 お礼かたがた謹んでご挨拶申し上げます 

謹白 
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記 

 

          理事長     佐 藤  正 勝 

          理 事     松 井  貞 一 

          理 事     増 山  由 美 

          理 事     藤 田  嗣 人 

          理 事     杉 本  正 夫 （新任・第三者委員兼務） 

理 事     福 永  吉 克 （新任） 

          監 事     大 場  富 蔵 

監 事     長 谷 川  清 （新任） 

以上 


